
 

 

第 9 回 家族会では、 

「 言語聴覚士による在宅生活での 

コミュニケーションのアドバイス 」 

というテーマで脳血管疾患を患った方とのコミュニケーションの方法を 

中心にお話させていただきました。 

言葉で意思を伝えることが難しい方とのコミュニケーションでは、状況から言いたいことを推測したり時

間をかけて少しずつ聞き取ったりするなど工夫できることは色々あります。しかし、どんなに工夫してもわ

からないことはありますし、ゆっくり話を聞きたくても時間がないこともあります。あるご家族の方は「そ

ういうことも（患者様が）わかってくれていると思っている」と話され、患者様ご本人は「わかっているか

ら自分にできることを頑張っている」と教えてくださいました。お二人の間に流れる温かい雰囲気からはお

互いを思いやる心の大切さが伝わってくるようでした。 

コミュニケーションは、ただ情報を伝えるだけでなく心の通い合いでもある、ということを実感した時間

でした。 

言語聴覚士 南 曜子 

うううだだだるるるよよようううななな暑暑暑さささにににもももかかかかかかわわわらららずずず、、、患患患者者者様様様、、、

ごごご家家家族族族あああわわわせせせててて 777 名名名ののの皆皆皆様様様にににごごご参参参加加加いいいたたただだだききき

ままましししたたた。。。ああありりりがががとととうううごごござざざいいいままましししたたた！！！！！！   
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開開開催催催いいいたたたしししままましししたたた！！！   


